
視点 委員 令和３年度学校評価報告書（中間評価）に関する意見

A なし

B
ケース会議について、定期開催の上、必要に応じ臨時開催しているとのこと、達成状況として、実施回数

を記載したらいかが。

C
授業力向上推進重点校指定され、生徒を中心とした取り組みに対して、きめ細かな指導を実施し生徒の実
態に合わせて計画され、教員の活用スキルも向上していると思われる。

D
生徒による授業評価の高評価教員を公表し見学するというのは良いと考える。主体的、対話的で深い学び

の授業につながる。

E
授業評価の高い教員の授業を積極的に見学に行ったことを高く評価したい。各種会議で生徒情報を共有し
きめ細かな指導に努められていることも、評価できる。引き続き在県やインクルーシブの生徒をはじめ前

項の生徒にきめ細かく対応される事を期待する。

A
生徒個々の学校生活の把握やフォロー体制(改善)はとても良いです。行事は「中止」ではなく情勢に合わ
せた「開催」や「延期開催」で行える方向に努力された職員の方々に感謝です。

B
生徒実態アンケートについて、生徒の実態把握することは大切です。より把握するための改善継続をお願
いします。

C

相談体制の充実・教育相談の組織体制を明確にしたことにより、生徒一人ひとりが気軽に相談できる環境

を構築するなど、取り組み内容がはっきりしていると思います。人が集まると、いじめやからかいが必ず
あると思います。その見極めを敏感に感じ取れる指導者としての方法や接し方を考える必要があると思い
ます。

D
文化祭当日、短時間でしたが見学させていただきました。生徒会および生徒中心に運営できていたように
思う。コロナ禍ですが学校行事を通じて生徒の肯定感・達成感を高めることにつながったと考える。

E

生活実態アンケートについて、いじめやからかいの実態が出なかったことは、日頃の教員のきめ細やかな

指導の賜物であり、高く評価出る。引き続き相談機能の向上等の取り組みに期待したい。体育祭等の各種
行事を生徒会中心で行う様に指導されていることを高く評価する。

A 特になし

B 特になし

C

自分自身の進路に対し直視できない生徒が多くなってきていると思える中、社会体験学習の充実を図り、

今後に対しても課題等を明確にし取り組み、主体的に進路選択ができるような学校の体制つくりが出来て
いると思います。

D
自習室の利用者数が昨年度比２倍に増えた点や昨年度参加できなかったインターンシップに10名参加で
きた点、および連携生徒が3日間の社会体験活動を行うことが出来た点は素晴らしいと思う。進路指導・

支援に力を入れていると感じる。

E
サプリ通信や自習室の活用、グーグルクラスへの進路情報の投稿など、活発に進路指導が行われているこ
とが評価できる。今後もICTを活用した取り組みに期待したい。

A
コロナ禍で対面での地域交流や情報交換会はいたしかたないと思う。当たり前ですが、倍率1.5倍は本校

に対する関心(注目）度の数字ですから、中間報告にあるHPの更新で更なる情報発信していただきたい。

B コロナ禍にあってよくやっていると思います。

C
高校として、生徒自身の生活圏がそれぞれ違う中で地域等との協働をどう考えていくか、防災に対する意
識づけや集団も含め、個々の生徒が出来ることを考える必要があると思います。

D
PTA運営委員会にて、学校長、副校長よりPTA役員に学校情報や生徒の様子をお知らせいただいてい
る。　12/1PTA役員会ではPTAより部室の破損についての相談やボランティア活動を提案させていただ
いている。

E
コロナ禍により、地域との連携活動がなかなか進まない状況ではあるが、オンライン等ICTを活用して、
地域との菅家精を維持していただきたい。

A 特になし

B
不祥事防止アンケートについて、不祥事は今後もゼロだと思いますが今後も緊張感をもって継続実施をお
願いします

C
教育公務員としての意識向上の課題は大きな問題と言えます。ヒヤリハットも含めた日々の情報交換等が
大切であると考えます。

D
不祥事防止ゼロプログラムを定め段階的に取り組んでいると思う。不祥事を発生させないよう引き続きお
願いしたい。防災訓練は机上訓練も可と考える。年度内に実施となると良い。

E 上半期の不祥事がゼロであったことを評価する。引き続きアンケートの回答率の向上を期待したい。

B

貴高校前道路の田中地区側において、土手（法面）のク佐藤が伸び通学生徒にご迷惑をお掛けしたと思い

ます。土手２カ所の地権者に合計３回草刈りを要望しました。今後も自治会要望有りましたら連絡願いま
す。　また、貴校正門横に、カーブミラーの設置を市に依頼しています。ご協力お願いいたします。

C 早く、通常通りの学校生活が送れることを願っています。

D

学校運営協議会は年間３回予定されているとのことですが、３回のうち中間の１回については今回のよう

な書面での報告と意見提出が良いと考えます。じっくり目を通し、内容を理解したうえで報告に対する意
見を述べさせていただくことができました。ありがとうございました。

E
オミクロン株等コロナ禍は、まだまだ、予断を許さない状況ですので、ICTを活用する等により、この状
況を乗り越えていただきたく存じる次第です。

令和３年度第２回学校運営協議会
（令和３年12月16日・書面開催）
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